
二
十
世世世世世世
紀
最
後
の
年
、
ミ

レ
ニ
ア
ムムムムムム
記
念
と
し
て
八
月

二
十
四四
日日日日日
、
日
本
最
高
峰

（
三
七
七七七七七七
六
㍍
）
の
富
士
登

山
に
挑
戦戦戦戦戦戦
しし
た
。

弟
が
富富富富富富
士
山
の
ふ
も
と
に

住
ん
で
いいいいいい
る
の
で
道
案
内
を

頼
み
、
私私私私私私
た
ち
夫
婦
と
弟
夫

婦
の
四
人人人人人人
で
、
富
士
宮
口
登

山
道道道
を
登
っ
た
。
富
士
宮
口
新新

五
合合合
目
は
既
に
標
高
二
千
四
百百

㍍
。。。
雲
は
は
る
か
下
方
に
雲
海海

と
ししし
て
広
が
っ
て
い
る
。
五
合合

目
かかか
ら
上
は
雲
一
つ
な
い
青
空空
。。

遠
くくく
か
ら
見
る
美
し
い
富
士
山山

と
ははは
程
遠
く
、
茶
褐
色
の
岩
肌肌

が
迫迫迫
っ
て
く
る
感
じ
だ
。
山
頂頂

の
剣剣剣
が
峰
も
は
っ
き
り
見
え
るる
。。

心
ウ
キ
ウ
キ
で
早
朝
六
時時時時時
出出
発発
。。。。。。。

な
だ
ら
か
な
広
い
道道
でででででで
歩
きききき

や
す
い
。
ハ
イ
キ
ン
ググ
感感感感感感
覚
でででで

景
色
を
楽
し
み
、
富
士士
登登登登登登
山
をををを

実
感
し
な
が
ら
登
る
。。
辺辺辺辺辺辺
り
一一一一

面
は
赤
い
メ
ン
ゲ
ツ
ソソ
ウウウウウウ
や
黄黄黄黄

色
の
オ
ン
ダ
テ
が
壮
大大
なななななな
斜
面面面面

を
覆
い
、
ま
る
で
花
畑畑
のののののの
よ
うううう

に
き
れ
い
だ
。
早
朝
のの
空空空空空空
気
もももも

お
い
し
く
気
分
爽
快
。

新
六
合
目
か
ら
は
勾勾
配配配配配配
が
少少少少

し
き
つ
く
な
り
、
砂
れれ
きききききき
の
ジジジジ

グ
ザ
グ
道
を
真
上
に
登登
るるるるるる
感
じじじじ

だ
。
新
七
合
目
を
過
ぎぎ
るるるるるる
と
、、、、

さ
ら
に
花
崗
岩
の
ご
ろろ
ごごごごごご
ろ
石石石石

が
多
く
な
り
歩
き
に
くく
いいいいいい
。
今今今今

日
は
気
温
も
高
く
汗
ば
むむむむむ
程程
だだ
。。。。。。。

時
折
、
下
か
ら
押
し
上上
げげげげげげ
る
霧霧霧霧

が
ほ
て
っ
た
体
を
冷
まま
しししししし
て
くくくく

れ
る
。
上
を
見
る
と
蟻蟻
のののののの
よ
うううう

な
人
影
が
遠
く
に
見
ええ
るるるるるる
。
六六六六

合
目
か
ら
、
見
上
げ
たた
風風風風風風
景
とととと

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
のの
がががががが
不
思思思思

議
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
大
き
な

山
と
い
う
こ
と
か
。
行
き
交
う

人
と
の
会
話
も
ま
た
楽
し
い
。

｢

三
歳
の
子
も
登
っ
て
い
た
よ｣

と
聞
い
て
元
気
を
出
す
。

八
合
目
を
過
ぎ
る
と
植
物
は

全
く
見
当
た
ら
な
い
。
辺
り
は

荒
々
し
い
花
崗
岩
で
、
胸
突
き

八
丁
の
登
り
と
な
る
。
出
発
し

て
既
に
五
時
間
を
経
過
。
妻
は

｢

足
が
上
が
ら
な
い｣

と
悲
鳴
を

出
す
。
考
え
て
み
る
と
こ
れ
ま

で
弥
山
、
道
後
山
な
ど
五
〜
六

山
し
か
連
れ
て
行
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
を
、
い
き
な
り
日
本
一
に

挑
戦
だ
か
ら
仕
方
な
い
。
疲
れ

の
ピ
ー
ク
は
既
に
超
え
て
い
る
。

腰
を
下
ろ
す
回
数
も
多
く
な
り

「
三
歩
進
ん
で
二
歩
下
が
る｣

感
じ
の
超
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
に
な

る
。
「
日
本
一
は
す
ぐ
そ
こ
だ
。

頑
張
れ
」
と
杖
を
引
っ
張
り
な

が
ら
元
気
づ
け
る
。

九
合
目
頃
か
ら
弟
以
外
、
頭

痛
に
見
舞
わ
れ
る
。
高
山
病
の

症
状
か
。
と
り
あ
え
ず
頭
痛
薬

を
飲
み
、
携
帯
酸
素
を
吸
い
込

む
。
長
め
の
休
憩
を
取
り
、
回

復
を
待
つ
。
九
合
目
は
標
高
三

四
六
〇
㍍
、
作
り
笑
顔
で
万
年

雪
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
。
回

復
し
な
い
ま
ま
九
合
五
勺
を
目目目

指
す
。

九
合
五
勺
ま
で
八
時
間
を
費費費

や
す
。
義
妹
は｢

も
う
限
界
」」」

と
リ
タ
イ
ヤ
。
一
歩
先
に
下
山山山

す
る
。
妻
の
頭
痛
は
直
っ
た
ららら

し
い
。
私
は
ひ
ど
く
な
る
一
方方方

で
お
ま
け
に
吐
き
気
ま
で
伴
う
。。。

弟
と
の
久
々
の
再
会
で
昨
夜
ののの

酒
量
（
中
ジ
ョ
ッ
キ
一
杯
）
ががが

限
度
を
越
え
て
い
た
の
と
、
睡睡睡

眠
不
足
が
た
た
っ
た
の
だ
ろ
う
。。。

見
上
げ
る
と
手
の
届
く
と
こここ

ろ
に
頂
上
が
見
え
る
。
こ
こ
ままま

で
来
た
ら
何
が
何
で
も
引
き
返返返

せ
な
い
。
妻
と
「
あ
と
一
息
だ
。。。

頑
張
ろ
う
」
と
励
ま
し
合
い
頂頂頂

上
を
目
指
す
。
勾
配
は
さ
ら
ににに

き
つ
く
な
り
、
浮
き
石
も
多
くくく

歩
き
に
く
い
。
九
州
の
高
千
穂穂穂

峰
や
阿
蘇
山
の
登
山
を
思
い
出出出

す
。
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
、、、

滑
り
台
を
反
対
に
し
た
よ
う
ななな

坂
を
登
り
き
る
と｢

日
本
最
高高高

峰
富
士
山
剣
が
峰
」
の
標
識
ののの

あ
る
日
本
一
の
山
に
た
ど
り
着着着

く
。
実
に
十
時
間
を
費
や
し
ててて

い
た
。

「
つ
い
に
や
っ
た
!
」
。
思思思

中 国
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十
一
月
二
十
九
日
に
来
年
の
登
山
計
画
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
新
年
登
山
は
海

田
町
の
「
日
浦
山｣

へ
登
り
ま
す
。
春
に
は
「
寒
曳
山
」
へ
。
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン

に
は
ち
ょ
っ
と
遠
出
を
し
て
四
国
の
「
石
鎚
山
」
で
一
泊
す
る
計
画
で
す
。
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
登
山
ク
ラ
ブ
）

日
本
一
の
富
士
山

山
頂
で



わわわわわ
ず
標
識
に
し
が
み
つ
く
。
遠遠

くくくくくく
か
ら
見
る
富
士
山
を
頭
に
浮浮

かかかかかか
べ
、
そ
の
い
た
だ
き
に
自
分分

がががががが
い
る
現
実
に
、
こ
の
時
だ
けけ

はははははは
頭
痛
を
忘
れ
、
感
激
に
ひ
た
っっ

てててててて
い
た
。
し
か
し
、
感
激
し
てて

ばばばばばば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。
時
刻刻

はははははは
す
で
に
午
後
四
時
。
想
像
をを

絶絶絶絶絶絶
す
る
火
口
の
広
さ
、
青
空
にに

広
が
る
美
し
い
雲
海
を
し
っ
か

り
目
に
焼
き
付
け
、
下
山
に
向

か
う
。
私
の
頭
痛
、
吐
き
気
は

い
っ
こ
う
に
直
ら
な
い
。
階
段

を
下
り
る
た
び
に
ズ
キ
ン
と
頭

が
痛
む
。
体
力
消
耗
も
激
し
く

気
力
で
歩
く
。
私
の
症
状
を
察

し
て
弟
が
最
後
尾
を
歩
く
。
妻

は
下
り
に
な
る
と
や
た
ら
と
元

気
が
よ
い
。
次
第
に
私
と
の
距

離
も
開
く
。
妻
の
ど
こ
に
こ
の

元
気
が
残
っ
て
い
る
の
か
、
登登登登登登

り
と
は
ま
る
で
違
う
た
く
ま
しししししし

い
姿
に
感
心
す
る
。
日
が
暮
れれれれれれ

始
め
気
分
も
焦
り
、
も
う
景
色色色色色色

を
見
る
余
裕
も
な
く
た
だ
一
生生生生生生

懸
命
下
る
だ
け
。

新
七
合
目
を
過
ぎ
た
こ
ろ
はは
、、、、、、、

ほ
と
ん
ど
道
が
見
え
な
い
ほ
どどどどどど

暗
く
な
っ
て
い
た
。
ま
さ
か
ここここここ

ん
な
に
遅
く
な
る
と
思
わ
な
いいいいいい

の
で
懐
中
電
灯
も
準
備
し
て
いいいいいい

な
か
っ
た
。
わ
ず
か
に
見
え
る

ロ
ー
プ
を
頼
り
に
下
る
。
妻
が

｢

大
き
な
石
が
あ
る
わ
。
階
段

よ
。
次
は
ロ
ー
プ
が
右
側
に
な

る
よ
」
と
大
き
な
声
で
合
図
し

な
が
ら
道
案
内
を
し
て
く
れ
る
。

暗
闇
の
中
で
し
り
も
ち
を
着
き

な
が
ら
午
後
八
時
、
五
合
目
に

無
事
到
着
。
合
計
十
四
時
間
の

難
行
苦
行
の
富
士
登
山
で
あ
っ

た
。

（
上上上上
藤藤藤藤
）

久
々
の
二
日
酔
い
か
、
出出

足足足足足足
で
つ
ま
づ
く
。
一
色
さ
ん
をを

迎迎迎迎迎迎
え
に
行
く
ル
ー
ト
ま
で
間
違違

いいいいいい
三
十
分
の
ロ
ス
タ
イ
ム
。
五五

日日日日日日
市
IC
か
ら
高
速
へ
（
気
分
悪悪

くくくくくく
後
の
座
席
で
横
に
）
三
次
IICC

をををををを
出
て
買
い
だ
し
、
の
予
定
がが

早早早早早早
く
着
き
、
開
店
ま
で
の
間
、、

休休休休休休
憩
と
喉
の
乾
き
を
潤
す
。
焼焼

肉肉肉肉肉肉
の
食
材
を
リ
ュ
ッ
ク
に
積
めめ

てててててて
サ
ア
ー
出
発
。

三
次
か
ら
県
道
を
北
上
、
高高

野野野野野野
町
を
抜
け
て
、
R
４
３
２
にに

合合合合合合
流
。
球
貫
峠
は
上
下
左
右
にに

ゆゆゆゆゆゆ
ら
れ
た
。
下
り
の
途
中
、
民民

家家家家家家
が
あ
っ
て
左
に
そ
れ
る
と
、、

前
方
に
「
鯛
の
巣
山
」
へ
の
大

き
な
看
板
が
目
に
飛
び
込
み
、

や
っ
と
安
心
。
細
い
林
道
を
走
っ

て
い
る
と
、
近
く
に
大
き
な
林

道
が
工
事
中
（
こ
ん
な
山
の
中

に
必
要
な
の
か
？
）
で
山
肌
を

削
っ
て
い
た
。

登
山
口
の
近
く
に
駐
車
（
既

に
８
台
も
の
車
あ
り
）
。
杉
林

の
な
か
の
車
道
を
歩
く
こ
と
三

十
分
で
い
よ
い
よ
山
道
に
入
る
。

水
音
を
聞
き
な
が
ら
、
う
っ
そ

う
と
し
た
森
を
歩
く
の
に
汗
は

吹
き
出
る
。
巨
岩
が
現
れ
た
と

こ
ろ
の
ベ
ン
チ
で
大
休
憩
。
心

地
よ
い
風
を
受
け
な
が
ら
冷
た

い
お
茶
を
飲
む
。
こ
こ
か
ら
がががががが

こ
の
山
最
大
の
難
所
。
ぬ
か
るるるるるる

ん
だ
足
元
、
濡
れ
た
岩
、
流
れれれれれれ

る
水
、
そ
の
た
め
か
？
親
切
にににににに

鎖
が
か
か
っ
て
い
て
助
か
っ
たた
。。。。。。。

回
り
込
ん
で
巨
岩
の
上
に
出
てててててて

一
休
み
。
最
後
の
急
登
を
二
十十十十十十

分
あ
え
ぐ
と
樹
間
か
ら
明
か
りりりりりり

が
見
え
人
声
を
聞
き
な
が
ら
頂頂頂頂頂頂

上
へ
。

「
サ
ア
ー
乾
杯
じ
ゃゃゃゃゃゃ

…
」
と
思
い
き
や
、
安
田
さ
んんんんんん

は
片
頭
痛
。
一
色
さ
ん
は
腹
のののののの

減
り
す
ぎ
で
…
。
し
か
し
、
豚豚豚豚豚豚

足
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
、
な
す
、
キ
ャャャャャャ

ベ
ツ
な
ど
を
焼
く
う
ち
に
調
子子子子子子

も
戻
り
、
箸
を
つ
け
た
。
ひ
たたたたたた

す
ら
食
べ
て
飲
ん
で
い
る
の
は

私
だ
け
だ
っ
た
。

頂
上
か
ら
東
へ
十
分
足
ら
ず

の
絶
壁
へ
足
を
伸
ば
す
と
、
比

婆
山
連
峰
、
猿
政
山
、
毛
無
山
、

大
万
木
山
な
ど
が
前
に
拡
が
る
。

ボ
ー
ッ
と
し
て
落
ち
た
ら
「
死

体
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
深
い
谷
だ
っ
た
。

元
に
戻
っ
て
い
よ
い
よ
下
山
の

準
備
。
歩
き
な
が
ら
感
動
し
た

の
は
深
い
大
き
な
山
が
自
然
の

ま
ま
残
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

下
山
後
は
「
鉄
の
歴
史
と
戦

国
武
将
の
ロ
マ
ン
の
郷
・
奥
出

雲
」
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
可

部
屋
集
成
館
や
桜
井
家
庭
園
な

ど
を
散
策
。
往
時
を
偲
び
な
が

ら
「
お
茶
」
を
飲
ん
だ
。
山
行

の
ゴ
ー
ル
は
目
前
。
大
鬼
谷
キ
ャ

ン
プ
場
に
あ
る
温
泉
で
汗
を
流

し
恒
例
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

食
べ
な
が
ら
帰
途
に
付
い
た
。

（
和和和和
崎崎崎崎
）
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懐
深
き
山
々
に
感
動

鯛
の
巣
山
登
山

秋
晴
れ
にに
恵
ま
れ
たた
十

月
二
十
二
日
、、
中
国
登
山山
ク

ラ
ブ
は
芸
北
町
聖
山
にに
登

り
、
高
岳
ま
でで
縦
走
し
たた
。

当
日
は
会
の
ママ
ス
コ
ッ
トト
増

成
知
佳
ち
ゃ
んん
、
昌
子
ちち
ゃ

ん
を
は
じ
め

十
七
人
が
参

加
、
秋
の
一

日
を
満
喫
し

た
。九

時
五
十

分
、
聖
湖
湖

畔
の
登
山
口

か
ら
登
り
始

め
た
。
冷
た

く
澄
ん
だ
空

気
。
カ
サ
コ

ソ
、
落
ち
葉

を
踏
む
音
が

心
地
よ
い
。

よ
う
や
く
色

づ
き
は
じ
め

た
木
々
か
ら

漏
れ
る
陽
光

に
身
も
心
も

黄
色
く
染
ま

り
そ
う
だ
。

ジ
ャ
ス
ト
十
一一
時
に
聖
山山
山

頂
に
到
着
。

小
憩
の
後
、、
高
岳
に
出出
発
。。

山
の
案
内
書
にに
は
よ
ほ
どど
の

健
脚
グ
ル
ー
ププ
で
な
い
とと
縦

走
は
お
勧
め
でで
き
な
い
とと
紹

介
し
てて
あ
る
。
先
に
下
見
を

し
た
木木
元
君
が
大
丈
夫
と
太

鼓
判
。。
一
行
は
黙
々
と
高
岳

を
め
ざざ
す
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

が
相
当当
き
つ
い
。
増
成
姉
妹

は
疲
れれ
た
様
子
も
な
く
元
気

にに
歩
を
運
び
、
並
み

居
る
山
男
た
ち
は
将

来
の
美
人
ア
ル
ピ
ニ

ス
ト
と
舌
を
巻
く
。

一
時
す
ぎ
に
山
頂

到
着
。
北
側
に
臥
龍

山
を
望
み
眼
下
に
神

秘
的
な
聖
湖
が
広
が

る
。
ま
さ
に
一
幅
の

絵
だ
。
早
速
昼
食
の

準
備
だ
。
高
山
夫
妻

に
準
備
し
て
も
ら
っ

た
超
豪
華
!
鴨
鍋
が

六
つ
の
コ
ッ
ヘ
ル
で

煮
え
始
め
る
。

中
野
会
長
の
発
声

に
あ
わ
せ
ビ
ー
ル
で

乾
杯
。
乾
い
た
喉
、

す
き
っ
腹
に
は
こ
た

え
る
。
山
男
に
と
っ

て
至
福
の
ひ
と
時
だ
。

全全
員
が
大
満
足
。
名

残
り
をを
惜
し
み
な
が
ら
無
事

三
時
前前
に
下
山
し
た
。

全
行行
程
は
ど
の
く
ら
い
だ

ろ
う
。。
十
㌔
は
十
分
に
越
え

て
い
るる
と
思
う
の
だ
が
。

（（（（
津津津津
田田田田
））））
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